
 １　施設の管理運営

 ２　事業実施内容

 ３　サービス提供状況

 ４　市内中小企業への発注に対する考え方

 ５　施設の利用状況（施設の稼働率，利用者数，事業参加者数など）

人

件

（参考）今後実施予定の指定管理者提案内容

書類の廃棄作業やセンター内・周辺の掃除などを就労継続支援A型事業所に発注している。
イベント開催時に模擬店や作品販売、物品販売などについて圏域内の就労支援事業所や小売店
へ出店等を依頼。

京都市東高瀬川地域包括支援
センターセンター名

1,051

⑵　相談延べ件数（実績値）

センター長兼社会福祉士１名、保健師等看護師１名と主任介護支援専門員１名、
体制強化職員1名と加配職員介護支援専門員1名を配置。
営業日・営業時間　午前９時～午後５時 営業時間外は転送電話にて相談受付・対応
　　　　　　　　　日曜日・１２/３1～１/３は休業
サービス提供地域　伏見区竹田学区・住吉学区

（参考）自主事業内容

2,636

⑴　介護予防支援給付対象者数（実績値）

令和７年度指定管理業務に関する事業報告書（地域包括支援センター）

（1）公益的な機関として公正で中立性の高い事業運営を行う
（2）地域の特性や実情を踏まえた柔軟な事業運営を行う
（3）保健師等，社会福祉士，主任介護支援専門員の三専門職員が業務の理念を理解し
     チームアプローチを発揮し高齢者を支える。

（参考）今後実施予定の指定管理者提案内容

（１）地域包括支援ネットワークの構築　ネットワークの拡大
（２）総合相談支援事業
（３）権利擁護事業
（４）包括的・継続的ケアマネジメント事業
（５）介護予防ケアマネジメント事業

（参考）今後実施予定の指定管理者提案内容



ア　令和7年度収入状況（単位：円）

イ　令和7年度支出状況（単位：円）

　　６　施設の利用者満足度の把握

　 ⑴　利用者満足度の把握状況

　 ⑵　利用者満足度把握の結果

 　⑶　意見等への主な対応状況

　　７　評価（指定管理者自己評価）

⑶　収支実績

令和7年度の事業計画については、基本方針に基づきこれまで同様に、住民の自助、住民同士の互
助・共助の精神に基づいて、地域で支えあえる基盤づくりに参画し、地域住民主体の福祉活動を
推進していくと共に、高齢者に関わる関係機関とのネットワークの強化や、多分野に渡る専門機
関や専門職との関係の構築や強化も継続して行っている。
障害を理由とする差別の解消に向けて配慮のある対応を行うよう、伏見区本所管内の障がい・高
齢者のネットワーク「障がい・高齢者ねっと」への参加、「法人内外の研修への参加等により職
員周知を図ることで理解を深め、障害のある利用者やその家族への対応も状態に応じた配慮をし
て行った。地域向けのイベント「たけすみフェスタ」の開催で、地域の就労支援B型事業所や法人
の就労支援A型事業所へ模擬店の出店を依頼するなど連携を図った。

日常業務や地域のサロン・地域の方との会議等において利用者や利用者家族、地域住民組織等の
評価を参考にしている。

委託料

介護保険収入

29,300,340

319,593

19,195

1,162,654

1,944,129

21,623,900

人件費

収入計

事業費

25,854,769

その他

34,837,464

166,163

13,047,401

支出計

小額修繕費

委託費

その他

利用者様・ご家族様からの相談に対して適宜対応を行い、介護予防支援等や相談支援も円滑に行
えていることから概ね良い評価をいただいていると考えております。
地域の方からも相談対応や地域支援事業において円滑に連携をはかれていて、当センターへ相談
できることが心強いといった声もあり、概ね良い評価であると考えております。

相談や情報提供に対し適時対応している。


